




































The Conditions to Settle Non-Farmers as New Farmers:
A Case Study in Marumori Town, Miyagi Prefecture












































































































































世帯記号 参入年次 年　齢 出身地 最終学歴 前職・現職 家族構成
A 1977 55 東京都 大学 財団法人 妻
B 1992 48 栃木県 大学 市役所 妻
C 1995 37 東京都 大学院 － 妻、子３人
D 1996 33 東京都 大学 － 妻、子３人
E 1997 35 千葉県 大学 － 妻、子３人
F 1999 － 宮城県 － カメラ関係 妻、子１人
G 1999 39 東京都 大学 飲食店 －
H 1999 38 神奈川県 大学 乳製品製造会社 妻、子2人
●I　 1999 59 福島県 － － －
J 2002 37 宮城県 専門学校 電子部品会社 父、母
K 2002 39 大阪府 大学 食品メーカー 妻、子4人
L 2003 38 滋賀県 大学 ハーブ苗会社 －
M 2003 45 愛知県 大学 コンピュータ会社 妻
●N　 2004 29 宮城県 大学院 － －
O 2005 38 東京都 大学 青年海外協力隊 妻、子３人
P 2005 43 大阪府 大学 森林組合 妻、子１人
●Q　 2005 37 東京都 高校 植木・造園 子１人
●R　 2005 35 宮崎県 高校 美容師 夫
●S　 2006 － － － 麻製品生産･販売 －






















記号 参入の動機 タイプ 丸森選択の経緯
A 農業がしたかった 専業 角田出身の友人の紹介
B 健康と安全な食のため 専業 仙台の友人・知り合った農家の紹介
C 環境・食・都会への問題意識 専業 山奥の地勢が気に入る
D 農を暮らしの中心としたい 兼業 四季がはっきりした東北、妻の実家がある
E 楽しそうだった。人と違うことをしたい 専業 養蜂農家が少ない、宮城県庁の薦め
F 一生かけられる仕事 専業 就農支援資金の充実など
G 野菜作りのおもしろさ 専業 仙台圏である、気候、C氏とのつながり
H チーズ作りのおもしろさ 専業 同年代の酪農後継者多い、人脈がある
●I　 エネルギーと衣食住の自給 自給 　
J 環境・食への問題意識 専業 出身地である、土地勘がある所がよい
K 自然の中で暮らしたい 専業 冷涼な気候、山の中、比較的温暖
L 花苗会社から独立してやりたい 専業 勤めの時から耕野に住んでいた
M 農業への興味、仕事への違和感 専業 以前訪問した農家の誘い
●N　 農村で人と助け合う生き方がしたい 自給 出身地の宮城県内、山の中、地域活動が活発
O 食・環境・子どもの教育の問題 専業 研修先のつながり
P 田舎暮らし、自然農をやりたい 専業 Ｂ氏とのつながり、参入者が多く楽しそう
●Q　 食・他の命への関心 自給 Ｉ氏とのつながり、知り合いのいるところがよい
●R　 自給自足がしたい 自給 Ｉ氏とのつながり、地勢が気に入る
●S　 自給、環境への問題意識 自給 知人の紹介

































































A 200 0 0 0 施設キノコ・栗 5 － 市場・加工所
B 100 10 90 0 － － 関東30 －
C 140 50 90 0 大豆90a、大豆加工 3 △ 直売市（仙台）・HP
D 90 40 50 60 － － △ 直売市（仙台）
E － － － － 養蜂500群 4 △ － ２年
F 　 　 　 0 － － 仙台 － ２年 ○
G 84 4 80 0 － － 仙台 － 農業実践 １年
H － － － － チーズ加工 － △ 契約店舗多数・HP ２年
J 45 40 5 0 － 1 － － 農業実践 ２年 ○
K 56 0 56 100 － － 関東関西28仙台3
レストラン（大阪）・
HP ２年 ○
L 21 0 0 0 施設花き630坪 4 － 植物流通問屋、通販の受託栽培
M 16 0 16 0 － 1 東京2 － 就農準備


























































A 荒地の開墾 有 ○ ○ 購入
B 日当たり、水はけ、風通しに問題 － × × 借入→一部購入
C 桑畑の整地が必要 有 ×→○ ×→○ 借入
D 桑畑の整地が必要 － ○ ○ 購入
E 桑畑の整地が必要 有 △ × 借入→購入
F － 有 ○ ○ 借入
G 桑畑の整地が必要 有 △ × 借入
H － － － － －
J － － × × 借入
K 桑畑の整地が必要 有 △ × 借入
L － － × × 借入
M － 有 △ × 借入
O － － ○ ○ 借入











































































































































































農業への意志が                農業への意志が 
固まっていない                固まっている 
みやぎ農業           ニューファーマーズ 
  担い手基金   ネットワーク 
 


































































































































The Conditions to Settle Non-Farmers as New Farmers:
A Case Study in Marumori Town, Miyagi Prefecture
　　This research shows the problems which non-farmers face to be new farmers and things which they need to 
solve the problems and to settle in a community. Consequently, the research organizes necessary conditions for 
this phenomenon. For this purpose, the research focuses on the reactions of original residents in a community 
and the farming by new farmers. Because many new farmers exist, the research studies Marumori Town, Miyagi 
Prefecture.  
　　There are generally three stages in the process to settle non-farmers as new farmers in Marumori Town. 
First, only the cooperation with original residents enables the entries. Second, preceding new farmers mediate in 
a community. Third, non-farmers use town’ s service for the entries. In Marumori Town, original residents, new 
farmers, and the town government gradually network to form the environment for non-farmers to be farmers at 
ease. Currently, the town actively pursues the entries as it does an event like a tour for potential new farmers. 
Therefore, the conditions to settle non-farmers as farmers are not about individuals’ qualifications but based on 
the linkage in a whole community involving original residents, new farmers, and public agencies.
